
参考

建築基準法施行令（昭和２５年政令第３３８号）（抄）

（給水、排水その他の配管設備の設置及び構造）

第百二十九条の二の五 建築物に設ける給水、排水その他の配管設備の設置及び構

造は、次に定めるところによらなければならない。

一～八（略）

２ 建築物に設ける飲料水の配管設備（水道法第三条第九項に規定する給水装置に

該当する配管設備を除く。）の設置及び構造は、前項の規定によるほか、次に定

めるところによらなければならない。

一 飲料水の配管設備（これと給水系統を同じくする配管設備を含む。この号か

ら第三号までにおいて同じ。）とその他の配管設備とは、直接連結させないこ

と。

二～六（略）

３ 建築物に設ける排水のための配管設備の設置及び構造は、第一項の規定による

ほか、次に定めるところによらなければならない。

一～四（略）

五 前各号に定めるもののほか、安全上及び衛生上支障のないものとして国土交

通大臣が定めた構造方法を用いるものであること。

建築物に設ける飲料水の配管設備及び排水のための配管設備の構造方法を定める件

（昭和５０年建設省告示第１５９７号）（抄）

建築基準法施行令（昭和２５年政令第３３８号）第百二十九条の二の五第二項第六

号及び第三項第五号の規定に基づき、建築物に設ける飲料水の配管設備及び排水の

ための配管設備を安全上及び衛生上支障のない構造とするための構造方法を次のよ

うに定める。

第二 排水のための配管設備の構造は、次に定めるところによらなければならない。

一～五（略）

六 排水再利用配管設備（公共下水道、都市下水路その他の排水施設に排水する

前に排水を再利用するために用いる排水のための配管設備をいう。以下この号

において同じ。）

イ 他の配管設備（排水再利用設備その他これに類する配管設備を除く。）と

兼用しないこと。

ロ 排水再利用水の配管設備であることを示す表示を見やすい方法で水栓及び

配管にするか、又は他の配管設備と容易に判別できる色とすること。

ハ 洗面器、手洗器その他誤飲、誤用のおそれのある衛生器具に連結しないこ

と。

ニ 水栓に排水再利用水であることを示す表示をすること。

ホ 塩素消毒その他これに類する措置を講ずること。


